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研究課題名 タンパクを標的にした，白血病に対する免疫療法の開発WT1

研究の概要等 ウィルムス腫瘍遺伝子 は，ほとんどすべての白血病で高発現しており，白WT1

血病の腫瘍マーカーであるとともに，白血病のがん抗原であることがわかった。そ

こで， タンパクを標的にした白血病に対する免疫療法が有効である可能性が高WT1

くなった。本研究の目的は， タンパクを標的にした白血病に対する免疫療法をWT

確立することである。本研究は，マウスを用いて， ペプチドやアジュバントとWT1

の最適化をはかり，そのデータにもとづいて白血病患者さんに対して臨床試験を行,

なうという方法で進められる。本研究は，我々の 年以上にわたる研究から生まれ10

たものであり，世界的に大変ユニークである。

Sugiyama, H. Cancer immunotherapy targeting WT1 protein. International Journal of当該研究課題

Hematology, 76: 127-132, 2002.と関連の深い

論文・著書

（研究代表者

のみ）

研究期間 平成１５年度～１９年度（５年間）

研究経費 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 合計

（１６年度以 千円 千円 千円 千円 千円 千円

28,500 27,000 18,000 9,000 9,000 91,500降は内約額）
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